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今月の主な内容

■祝！ 成人 Ｐ２
■税のお知らせ Ｐ４
■納税・申告にとっても便利な「e-Tax」 Ｐ６
■防災避難訓練を実施します Ｐ７
■振動呼出器を置いています Ｐ７

成人おめでとうございます！
【成人式会場にて。2－3ページに関連記事】
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祝! 成人
成人式 in 大山崎町

　
１
月
９
日
の
成
人
の
日
、
町
体
育
館
で

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
成
人
を

迎
え
た
の
は
、
バ
ル
ト
三
国
が
当
時
の
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独
立
、
雲
仙
普
賢
岳
の

火
砕
流
発
生
な
ど
の
で
き
ご
と
が
あ
っ
た

１
９
９
１
年
度
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
で
す
。

会
場
に
は
色
鮮
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん

だ
女
性
に
、
ビ
シ
ッ
と
ス
ー
ツ
を
着
こ
な

す
男
性
で
大
賑
わ
い
。
羽
織
は
か
ま
の
男

性
も
い
て
、
会
場
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し

た
。

　
今
年
も
、
新
成
人
自
身
が
企
画
、
司
会

な
ど
を
担
当
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
か

ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
は
、会
場
か
ら「
な

つ
か
し
い
！
」
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
町
教
育
委
員
会
や
町
内
の
企
業
、

商
店
か
ら
景
品
の
提
供
を
受
け
て
行
わ
れ

た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
大
盛
り
上
が
り
。
ビ

ン
ゴ
の
方
が
出
る
た
び
、
会
場
か
ら
は
笑

顔
と
拍
手
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

畑
平  

智
久

Q 20年後の自分を予想してください
A  社会の一員となって日本を支える。仲間と
協力し、社会の役に立つことをしている。

糸
井  
未
稀

Q 20歳の抱負
A  自分だけじゃなく、みんな元気で笑いのあ
る日本になればいいなと思っています。

戸
口 

莉
沙

Q 20歳の抱負は？
A  21歳に向けて精一杯したいことをする。

福
田  

沙
織

Q 20年間で最も印象に残ってることは？
A  みんなと一緒に成人を迎えられたこと。

古
川  

準
平

Q 20歳の抱負
A  自分の夢が決まり、それに向かって進んで
いきます。

野
村  

勇
弥

Q 20歳の抱負
A  20歳になって大人の仲間入りをしたの
で、大人になったという自覚を持って頑
張ります。

田
所  

久
実

Q 20年後の自分を予想してみてください
A  看護師として病院で働いていると思い
ます。

　
成
人
式
で
撮
影
し
た
写
真
を
販
売
し
ま
す
。

※
写
真
の
展
示
は
行
い
ま
せ
ん

販
売
期
間
＝
２
月
17
日
㊎
ま
で

販
売
価
格
＝
Ｌ
版
１
枚
40
円

※�

集
合
写
真
の
み
大
き
い
サ
イ
ズ
も
用
意
し
ま

す
。
支
払
い
は
現
金
で
お
願
い
し
ま
す

販
売
方
法
＝
役
場
３
階
総
務
課
秘
書
広
報
係

（
32
番
窓
口
）
で
写
真
の
一
覧
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
欲
し
い
写
真
が
あ
れ
ば
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
写
真
の
お
渡
し
は
後
日
に
な
り
ま
す
。

問
＝
総
務
課
秘
書
広
報
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
１
２
）

写
真
を
販
売
し
ま
す
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町・府民税（住民税）の申告
町・府民税の申告が必要な方
　平成24年１月１日現在、町内に在住で、平成23年中に給与、年金、
営業、不動産などの所得のあった方のうち、次の要件いずれかに該当す
る方。
①給与所得者で、給与支払報告書が事業所から町役場に提出されない
②給与所得者で、家賃などの給与以外の所得がある
③公的年金受給者で、社会保険料控除などの所得控除を受ける
④所得税の確定申告を行わない
注意！＝次の要件いずれかに該当する方は申告不要です
①�給与所得者で、給与支払報告書が事業所から町役場に提出されていて、
その他の収入がない
②公的年金収入だけである（※１）

③所得税の確定申告を行う

申告時の持物
①本人確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）
②認め印
③収入明細書（源泉徴収票、支払調書、帳簿など）
④社会保険料（国民年金保険料）控除証明書、国民健康保険税の領収書
⑤生命保険料、地震（損害）保険料支払証明書
⑥身体障害者手帳、戦傷病者手帳など
※④～⑥は各控除に該当する方のみ
申告期限＝３月15日木
問・提出先＝税財政課課税係　☎９５６―２１０１（内１４４）

個人住民税の税制改正のお知らせ
▼扶養控除の変更
　子ども手当の創設に伴い、年少扶養親族（16歳未満）の扶養控除が
廃止されます。また、高校の授業料無料化に伴い、特定扶養親族（16
歳以上23歳未満）のうち16歳以上19歳未満の扶養控除の上乗せ分（12
万円）が廃止されます。
▼同居特別障害者の障害者控除の変更
　年少扶養親族に対する扶養控除が廃止されたことに伴い、配偶者控除
や扶養控除に加算されていた特別障害者控除の上乗せ分が廃止され、障
害者控除に同額が加算されます。
※�16歳未満の年少扶養親族は、扶養控除の適用はありませんが、障害
者控除は適用されます
▼寄附金税額控除の変更
　適用下限額が５，０００円から２，０００円に引き下げられました。

保険年金に係る個人住民税の返還
　平成12年～平成17年に相続などに係る生命保険契約等に基づく年金
（保険年金）を受給していた方は、納めすぎとなっている住民税相当額
の返還を受けられる場合があります。
　該当する場合は、平成24年12月19日までに申請してください。

　
平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
申
告
期
間
は
、

２
月
16
日
木
～
３
月
15
日
木
で
す
。
申
告
期

限
が
近
づ
く
と
確
定
申
告
会
場
（
京
都
府
中

小
企
業
会
館
）
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告

期
間
中
は
、
町
税
財
政
課
で
も
申
告
書
類
を

お
預
か
り
し
て
税
務
署
に
提
出
し
ま
す
が
、

申
告
内
容
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
い
方

は
、
確
定
申
告
会
場
ま
た
は
相
談
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
、

申
告
書
の
提
出
は
郵
便
な
ど
で

　
給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
が
、
医
療
費

控
除
な
ど
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
期
間
前
で
も

税
務
署
に
郵
送
な
ど
で
申
告
書
を
提
出
で
き

ま
す
。
申
告
書
の
送
付
に
便
利
な
郵
送
用
封

筒（
郵
送
料
は
自
己
負
担
）は
町
税
財
政
課
で

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
・
提
出
＝
〒
６
１
５

－

０
０
０
７

京
都
市
右
京
区
西
院
上
花
田
町
10

－

１

右
京
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
３
１
１
―
６
３
６
６
（
代
表
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い

※
本
誌
13
ペ
ー
ジ
に
、
医
療
費
控
除
お
よ
び

障
害
者
控
除
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
に
は
、
便
利
で

使
い
や
す
い
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
が
オ
ス
ス
メ

　
確
定
申
告
に
は
、
自
宅
や
職
場
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が
で
き
る
「
ｅ

―Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

※
本
誌
６
ペ
ー
ジ
に
、
ｅ
―Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
電
子
証
明
書
の
取
得

方
法
を
掲
載
し
て
い
ま
す

右
京
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は 

京
都
府
中
小
企
業
会
館

開
設
期
間
＝
２
月
１
日
水
～
３
月
15
日
木

（
土
日

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
当
会
場
で
の
納
税
は
不
可
。
お
近
く
の
金

融
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
不
可
。
駐
車

場
（
有
料
）
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
公
共

交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い

注
意
！
＝
開
設
期
間
中
は
、
右
京
税
務
署
庁

舎
内
に
は
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま

せ
ん
。作
成
済
み
の
申
告
書
な
ど
の
受
付
、

納
税
、
納
税
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
申
告

用
紙
の
交
付
の
み
を
行
い
ま
す
。
確
定
申

告
会
場
の
開
設
期
間
以
外
（
土
日

を
除

く
）
は
、
右
京
税
務
署
で
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
（
要
予
約
）。

問
＝
右
京
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
３
１
１
―
６
３
６
６

申
告（
出
張
）相
談
の
会
場
は 

長
岡
京
市
立
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

開
設
期
間

２
月
７
日
火

　
～
10
日
金

年
金
・
給
与
所
得
者
の
還

付
申
告
者
が
対
象

２
月
16
日
木

　
～
23
日
木

譲
渡
所
得
（
不
動
産
、
株

式
な
ど
）、
贈
与
税
、
相

続
税
の
相
談
に
は
応
じ
ら

れ
ま
せ
ん

※
い
ず
れ
も
土
日
を
除
く
、
午
前
９
時
30
分

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
者
が
多
い
場
合
、
早
め
に
受
付
を
終

了
し
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い

広
域
申
告
セ
ン
タ
ー
は
池
坊
短
期
大
学

美
心
館
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー
ル

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
皆
さ
ん
の
確
定
申

告
は
、
こ
ち
ら
の
会
場
で
も
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
＝
２
月
19
日
日
・
26
日
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
次
の
要

件
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
、
所
得
税
の

確
定
申
告
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

当
て
は
ま
る
場
合
で
も
、
医
療
費
控
除
や
寄

附
金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

①
公
的
年
金
の
収
入
金
額
（
２
カ
所
以
上
あ

る
場
合
は
、
そ
の
合
計
金
額
）
が
４
０
０

万
円
以
下

②
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
、
20
万
円
以
下

問
＝
右
京
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
３
１
１
―
６
３
６
６
（
代
表
）

「
各
保
険
料
の
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」 

を
希
望
者
に
発
行
し
ま
す

　
平
成
23
年
中
に
納
付
さ
れ
た
、
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
の
納
付
額
の
お
知
ら
せ
を
希
望
者
に

発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
被
保

険
者
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

役
場
１
階
町
民
健
康
課
（
２
番
窓
口
）
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
額
の
確
認
方
法

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
…
預
金
通
帳

納
付
書
払
い
の
方
…
領
収
書

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の
方
…

（
日
本
年
金
機
構
・
各
共
済
組
合
な
ど
か
ら

送
付
さ
れ
る
）
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票

問
＝
町
民
健
康
課
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

国
民
健
康
保
険
担
当
（
内
１
２
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
担
当
（
内
１
２
７
）

介
護
保
険
担
当
（
内
１
３
７
）

所得税の確定申告は2月16日㊍～ 3月15日㊍

問＝税財政課 ☎９５６ － ２１０１（内１４４）

のお知らせ税

▼もうすぐ確定申告

（※１）公的年金収入だけの方で、確定申告の必要のない方が、町・府民税（住民税）の申
告において、社会保険料控除、扶養控除、生命・地震保険料控除などを申告した場合、申
告しない場合に比べて町・府民税（住民税）額が下がる場合があります
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利
用
す
る
に
は
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
・
申
告
に
と
っ
て
も
便
利
な「
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
」

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
へ

振
動
呼
出
器
を
置
い
て
い
ま
す

ご参加ください！

防災避難訓練を実施します

ｅ
―Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は

電
子
証
明
書
が
必
要

　
ｅ
―Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
に
は
、
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
電
子
申
請
ま
で
の
流
れ

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
よ
う

　
役
場
１
階
町
民
健
康
課
（
２
番
窓
口
）

で
申
請
、
取
得
で
き
ま
す
。
有
効
期
間
は

発
行
日
か
ら
10
年
間
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真

付
き
の
確
認
書
類
お
よ
び
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
確
認
書
類
）

※�

２
点
用
意
し
て
く
だ
さ
い

○
印
鑑

○
発
行
手
数
料
５
０
０
円

○�（
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
申
請
す
る

場
合
は
）
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正

　
災
害
の
と
き
は
、
危
険
個
所
か
ら

安
全
な
場
所
へ
適
切
に
避
難
す
る
こ

と
が
、
身
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
で
す
。

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
災
害

時
に
適
切
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
防

災
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
今
回

は
、
土
砂
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い

る
と
い
う
想
定
で
行
い
ま
す
。

と
き
＝
２
月
19
日
日
午
前
９
時
～
11

時対
象
＝
字
大
山
崎
の
土
砂
災
害
の
恐

れ
の
あ
る
地
域
（
次
の
小
字
の
一
部

▼
西
山
田
▼
早
稲
田
▼
琵
琶
谷
▼
永

福
寺
▼
谷
田
）
に
お
住
ま
い
の
方
。

※�

対
象
地
域
に
は
、
自
治
会
を
通
じ

て
回
覧
を
し
て
い
ま
す

内
容
＝
降
雨
が
続
き
土
砂
災
害
の
危

険
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
、
町
が
避

難
勧
告
を
発
令
し
ま
す
。

　
避
難
勧
告
が
届
い
た
ら
、
大
山
崎

小
学
校
体
育
館
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
必
ず
徒
歩
で
所
定
の
経
路
を
通

っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

少
雨
決
行
。
強
雨
ま
た
は
路
面
凍

結
時
中
止
。
中
止
の
場
合
は
、
当

日
朝
に
自
治
会
長
へ
連
絡
し
ま
す

避
難
勧
告
伝
達
方
法
＝
次
の
方
法
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

○
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

○
広
報
車
周
回

○
自
治
会
長
へ
電
話
連
絡

持
物
＝
上
履
き
、
カ
イ
ロ
な
ど
の
暖

房
具

※�

お
い
し
い
非
常
食
を
用
意
し
て
い

ま
す

参
加
方
法

自
治
会
に
入
っ
て
い
る
方
…
自
治
会

長
ま
た
は
組
長
ま
で
、
回
覧
に
添
付

し
て
い
る
参
加
票
を
提
出

自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い
方
…
左
記

申
込
先
（
町
総
務
課
）
ま
で
電
話

サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
　

　
避
難
勧
告
発
令
の
想
定
で
、
午
前

９
時
過
ぎ
に
約
１
分
間
、
大
山
崎
区

民
会
館
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。土

砂
災
害
の

学
習
会
を
実
施

　
訓
練
終
了
後
、
土
砂
災
害
の
学
習

会
を
実
施
。乙
訓
土
木
事
務
所
か
ら
、

最
新
の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

と
き
＝
午
前
11
時
20
分
～
正
午

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象
＝
上
記
訓
練
対
象
地
域
の
方

問
・
申
込
先
＝
総
務
課
総
務
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
３
２
４
）

　
窓
口
で
の
呼
び
出
し
を
待
っ
て
い

る
間
、
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
補
聴
器
を
つ
け
て
い
て

も
、
離
れ
て
い
る
と
聞
き
取
り
づ
ら

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
呼
び
出
し
が
聞
こ
え
に
く
く
て
お

困
り
の
方
は
、
振
動
呼
出
器
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
呼
び
出
し
の
際
、
職

員
が
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
お
客
さ
ま

が
持
っ
て
い
る
呼
出
器
が
振
動
し

て
、
お
呼
び
し
て
い
る
こ
と
を
お
知

問
＝
町
民
健
康
課
窓
口
年
金
係�

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
２
３
）

面
、
上
半
身
、
無
帽
、
無
背
景
の
縦
４
・

５
㎝
×
横
３
・
５
㎝
の
写
真

※�

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
▼
委
任

状
▼
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
▼
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

※�

写
真
付
き
の
確
認
書
類
が
な
い
場
合
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
住
基

カ
ー
ド
の
即
日
発
行
は
で
き
ま
せ
ん

２ 

電
子
証
明
書
を
取
得
し
よ
う

　
役
場
１
階
町
民
健
康
課
（
２
番
窓
口
）

で
申
請
、
取
得
で
き
ま
す
。
有
効
期
間
は

発
行
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
な
ど

官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
確
認

書
類
）

○
住
基
カ
ー
ド

○
発
行
手
数
料
５
０
０
円

※�

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
▼
委
任

状
▼
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

※�

写
真
な
し
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

で
右
記
の
写
真
付
き
確
認
書
類
が
な
い

場
合
や
、
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
電
子
証
明
書
の
即
日
発
行
は
で
き

ま
せ
ん

３  

パ
ソ
コ
ン
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
を
準
備
す
る

　
対
応
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
に
つ
い
て
は
、
公
的
個
人
認
証
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（http

：//w
w
w
.jpki.

go.jp/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

４  

利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う

　
こ
の
ソ
フ
ト
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
行
政
手
続
き
な
ど
を
行

う
と
き
に
、
住
基
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た

電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
す
。
公
的
個
人
認
証
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（http

：//w
w
w
.jpki.

go.jp/
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明

書
の
有
効
期
間
は
、
発
行
日
か
ら
３
年
間

で
す
。有
効
期
間
が
満
了
し
失
効
す
る
と
、

ｅ
―Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
に
使
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
更
新
を
希
望

す
る
方
は
、
役
場
１
階
町
民
健
康
課
（
２

番
窓
口
）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
更
新
手
続
き
は
有
効
期
間
満
了
日
の
３

カ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。
更
新
手
続
き
を

す
る
と
、
現
在
の
電
子
証
明
書
は
直
ち
に

失
効
し
ま
す
。
新
し
い
電
子
証
明
書
の
有

効
期
間
は
、
更
新
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
な
ど

官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
確
認

書
類
）

○�

住
基
カ
ー
ド
（
更
新
す
る
電
子
証
明
書

が
格
納
さ
れ
た
も
の
）

○
発
行
手
数
料
５
０
０
円

※�

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
▼
委
任
状

▼
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

※�

写
真
な
し
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

で
、右
記
の
確
認
書
類
が
な
い
場
合
や
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
電
子

証
明
書
の
即
日
更
新
は
で
き
ま
せ
ん

「
ま
だ
か
な
〜
。
あ
っ
！
　
こ
っ

ち
見
た
、
私
の
番
か
な
？
」

「
な
ん
だ
…
私
じ
ゃ
な
か
っ
た

ん
だ
。」

▲振動呼出器

▲大きさはこれくらいです ▲このマークと看板が目印です

ら
せ
し
ま
す
。

　
住
民
票
の
発
行
な
ど
を
行
う
、
窓

口
・
年
金
係
の
窓
口
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
を
希
望
す
る
方
は
お

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
４
）
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Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999

広報おおやまざき9

□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Relax
中央公民館図書室だより

Smile
あんな仲間 こんな仲間

２月23日木２月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

☎957－1421図書室
（公民館内）

　貸出期間は２週間ですが貸出期間
中、１回に限り２週間の延長が可能
です。ただし、予約が入っている本、
ほかの図書館から取り寄せた本は延
長ができません。返却日までに、電
話または図書室カウンターでお申し
出ください。なお、返却日が過ぎた
本は延長できません。延長をご希望
される方は、カウンターで１度返却
してからまたお借りください。

貸出延期ができます！

フラワーサークルアリス

vol.51

　2010年の10月に発足以来、ふるさ
とセンターで毎週水午前と午後に１
回ずつ活動中。先生の島田美樹さん
の丁寧な指導やアドバイスを受けな
がらフラワーアレンジメントを作り
あげていきます。
　取材にお邪魔すると、部屋の中に

は新鮮な草の匂い。ずっとフラワー
アレンジメントをしてみたいと思っ
ていたというサークルメンバーの平
山優子さんは「先生の手伝いもあり、
初体験にもかかわらずきれいなアレ
ンジメントが作れたのが嬉しかった
です。今でも、できあがった瞬間の
達成感がたまりません。」とフラワ
ーアレンジメントの魅力を語ってく
れました。
　他市町にフラワーアレンジメント
の教室があることは知っていたけれ
ど、通う気になれなかったという並
川真紀さんは「せっかく大山崎町に

できたのだから、行ってみようと思
ったのがきっかけでした。体験もで
きて、参加も自由。先生も気さくで、
楽しく続けられるんじゃないかと思
いました。新鮮な花に触れられるの
が、とてもいい癒しになっています。
１週間に１度の楽しみなんです。」
と答えてくれました。
　同じ花を使っていても、作る人に
よって印象が違い個性たっぷり。興
味のある方は島田さん　☎762-0387
まで。

書くことが思いつかない人のための
文章教室
「『文章を書く』とは、
長い間の記憶から体
験を引き出して描写
することだ。」ベテ
ラン記者で名コラム
ニストの著者が、あ
りきたりにならない
表現法を伝授。

近藤 勝重／著　
幻冬舎新書

ゆうれい猫 ふくこさん

町内のアイドル猫、
ふくこさんはある日、
車にはねられてしま
います。町の皆のこ
とが気になり、成仏
できずに幽霊になっ
たふくこさんの前に
あらわれたのは…？

廣島 玲子／作　
岩崎書店

震災後 福井 晴敏／著　小学館

夢違 恩田 陸／著　角川書店

赤絵そうめん 山本 兼一／著　文藝春秋

石原軍団炊き出しレシピ33
石原軍団炊き出しプロジェクト／著　青志社

ルルとララのホットケーキ
あんびる やすこ／作　岩崎書店

１円くんと５円じい
かいぞく三人ぐみ、あらわる！

久住 昌之／作　ポプラ社
アッチとボンとドララちゃん

角野 栄子／作　ポプラ社
都会のトム＆ソーヤ ９

はやみね かおる／作　講談社

大
山
崎
町
消
防
出
初
式

優
良
消
防
団
員
を
表
彰

　
１
月
８
日
日
、
大
山
崎
町
消
防
出
初
式

を
町
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は

日
頃
か
ら
防
火
、防
災
に
献
身
的
に
努
力
・

貢
献
さ
れ
て
い
る
優
良
消
防
団
員
の
方
々

を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

︵
功
績
章
︶

消
防
団
本
部
副
団
長
　
島
　
一
嘉

︵
精
績
章
︶

第
１
分
団
分
団
長
　
　
由
里
　
治

︵
精
勤
章
︶

第
２
分
団
班
長
　
　
　
小
山
　
淳
司

第
３
分
団
班
長
　
　
　
小
畑
　
貴
彦

シリーズ
災害現場からの
アドバイス

思いもよらぬことが火災に
つながることがあります。
ここでは、色々な火災の原
因を紹介します。

電気ストーブは正しく使って安全に！
　近年、増加傾向にあるのが電気ストーブに
よる火災です。比較的取り扱いが簡単な電気
ストーブ。給油や換気などの手間がかからな
いため手軽に利用されていますが、使用方法
を誤ると火災が起きるケースがあります。
○電気ストーブによる火災の特徴
　電気ストーブは輻射熱によって暖めている
ため、ストーブに近づかないと暖かさを感じ
にくいことから、布団など寝具類がストーブ
に接触。出火するケースが多いことが特徴で
す。深夜の就寝時間帯～早朝にかけて発生す
るため、火災の発見や避難が遅れて死に至る
ケースが多いことも特徴に挙げられます。
○火災を防止するために守ること
①使用前には必ず清掃、点検整備を行う
② 燃えやすい可燃物（▼布団▼カーテン▼ふ
すまなど）の近くで使用しない

③電気ストーブの上に洗濯物をつらない
④ エアゾール式のスプレー缶などを近くに置
かない（過熱されて、缶内部の圧力が上昇。
破裂する危険があります。）

⑤ ストーブを点けたまま寝ない、使わないと
きは電源プラグを抜いておく

　この冬も安全で快適に電気ストーブを使う
ため、使用方法を再度確認してください。

の
。
ス
プ
レ
ー
式
の
も
の
で
、
片
手
で

簡
単
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
用
消
火
器
の
置
き
場
所

▼�

誰
も
が
見
や
す
く
、
使
い
や
す
い
場
所

に
置
く

▼�

湿
気
の
多
い
場
所
や
日
の
当
た
る
と
こ

ろ
は
避
け
て
、
転
倒
し
な
い
よ
う
に
置
く

住
宅
用
消
火
器
の
廃
棄
方
法

　
住
宅
用
消
火
器
に
は
使
用
期
限
（
主
な

メ
ー
カ
ー
は
５
年
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
古
く
な
っ
た
消
火
器
は
、「
廃
消
火

器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」を
利
用
し
て
、

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
問
い
合
せ
は
左
記
ま
で
。

※�

消
火
器
を
処
分
す
る
に
は
、
消
火
器
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
お
よ
び
運
送
料
・

保
管
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す

問
＝
㈱
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ

ー
　
☎
０
３
―
５
８
２
９
―
６
７
７
３

（
昼
休
み
を
除
く
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

▲エアゾール式
　簡易消火器具

　住宅用消火器 ▼

季節に合わせた花の癒し

京
都
府
消
防
協
会
乙
訓
支
部
長
表
彰

第
２
分
団
班
長
　
三
浦
　
靖

第
３
分
団
団
員
　
小
畑
　
一
徳

大
山
崎
町
長
表
彰

第
１
分
団
班
長
　
今
村
　
忠
隆

第
２
分
団
班
長
　
小
山
　
悦
弘

第
３
分
団
団
員
　
平
井
　
慶
一

わ
が
家
の
防
火
対
策

―
備
え
て
安
心
！

　
住
宅
防
災
機
器
を
紹
介
し
ま
す
―

　
平
成
22
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
初
期
消
火

の
方
法
で
一
番
使
用
さ
れ
て
い
た
の
が
消

火
器
で
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
家
庭
に
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
種
類

▼
住
宅
用
消
火
器

一
般
住
宅
向
き
の
小
型
で
軽
量
な
消
火

器
。
女
性
や
高
齢
者
の
方
で
も
簡
単
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
火
薬

剤
が
強
化
液
の
も
の
と
、
粉
末
の
も
の

と
２
種
類
の
消
火
器
が
あ
り
ま
す
。

▼
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具

初
期
の
火
災
を
消
火
す
る
た
め
の
も


